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 先週、廊下におかしの包み紙が落ちていました。今までにも何回かこのようなこ

とがありましたので、「ルール違反や持ってきてはいけない物を持ってきたことがあ

りますか？また、そのようなことを見たり知ったりしたことがありますか？」とい

うアンケートをとることにしました。 

 すると、３０人以上の人がスマホを持ってきていたり、おかしを持ってきて食べ

たことがあるということが判明し、先生たちは大変ショックでした。 

 ２８日（水）の４限に、急遽
きゅうきょ

臨時の学年集会をもち、「楽しい学校生活とはどう

いうものか？」ということを考えてもらいました。 

 

 

 

 

 

以上の点について話をしました。集会の後、自分自身が考えたことを書いてもらい

ましたが、それを読むと、みんな真剣に「学年を良くしていきたい。」と思ってくれ

ているようで、少しホッとしました。 

 「失敗は学び、経験は宝」です。このできごとをきっかけに、みなさんが成長し

てくれることを願っています。           

ガンバレ！７６期生 

 

学年集会を行った木４の授業は、11/4（水）６限に振り替えます 

楽しい学校生活とは？ 

・ルールを守らない者が増えると、ルールがさらに増える 

・「楽しい」とは？ 

・良いことと悪いことの判断は、きちんとついている 

・自分たちでいろいろと考えて「自律
じ り つ

」できた学年の中学校生活 

・ルールを守らず、自分本位な人ばかりの学年の中学校生活 



学年集会の話を聞いて 

●学年集会で、１時間授業が無くなってしまいました。ルール違反をした人はどう

思ったのでしょうか。その人たちのこの後の行動でこの学年が変わることを分か

ってほしいです。他人の問題だと最初は思っていた自分がいたのに対し、今の自

分は他人事ではなく、学年全体の問題だと分かったうえで生活をしていきます。

ルール違反をする人が減っていくように自分自身努めるので、他のみんなも協力

してほしいです。この学年が少しでも良い方向に行くように願います。 

 

●ルールをやぶっている人や、持ってきてはいけないものを持ってきている人が学

年に何十人もいるのは、やばいと思った。このままだったら今はルールをやぶっ

てない人も、やぶっている人に誘われたり流されたりして、どんどんそういう人

が増えていくかもしれない。そしてそういう人がたくさんいると、ルールが厳し

くなったり、自分たちの首をしめることになるから、もっとみんなのことを考え

て、自分一人が楽しかったらＯＫではなくて、自分も周りも楽しくてはじめてＯ

Ｋになると思う。 

 

●いらない物を持ってこないのは当たり前ですが、そのことによって皆の授業が無

くなったり、ちゃんとしている人からしたら迷惑なことだと思います。私は皆で

楽しい中学校での生活を送っていきたいと思っています。学校でコソコソしなが

らスマホで写真を撮ったり、おかしを食べても何も楽しくないし、ちゃんとおい

しく食べられないです。 

 

●悪いと分かっているからコソコソするし、ルールを破っていると分かっているか

ら先生の見えないところでするのだと思います。トイレで写真を撮っても、マス

クでばれないからといっておかしを食べても、楽しくもないしおいしくもないと、

私も思いました。 

 

●ちゃんとルールを守っていれば、修学旅行も自由が多くて、信頼してもらえるの

じゃないかと思いました。反対にルールを破ってしまったり、うそなどをついて

しまったら、ルールがどんどん厳しくなってしまうし、信頼してもらえずに楽し

めなくなったり、うそをついてしまったらよけいに心もしんどくなってしまうと

思いました。 

 ルールを守らず、ずっと監視され続け、信頼してもらえず、楽しくない学校生活

より、ルールを守り、先生方や友達に信頼してもらう、楽しい学校生活のほうが

だんぜん良いと思うので、ちゃんとルールを守り、もしちゃんとルールを守って

いない人がいたら、友達同士などで注意しあえればいいと思いました。 


